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●新庁舎建設工事について
●防犯灯設置工事について

総務産業建設委員会　
●ICT整備事業について
●地域未来塾について

厚生文教委員会
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　議員間討議終了後、一般会計予算、各特別会計および下水道事業会計の予算案に対して採決を行い
ました。なお、採決の後、５名の委員から、一般会計予算に関して付帯決議案が提出され、採決の結果、
原案どおり決議されました。決議の内容は下記のとおりです。

令和２年度一般会計予算に関する付帯決議

　令和２年度一般会計中、総務費、総務管理費の委託料「新庁舎建設工事監理委託料」に関し、審
査の結果、以下のとおり要望する。
１　施工の問題がある部分については、竣工前に補修させるよう監理業務に努めること。
２　設計業者と監理業者の分離選定についても今後は検討して、発注業務にあたること。
　以上、新庁舎がより町民に愛される庁舎となるよう期待して決議する。

　令和２年３月17日
瑞穂町議会予算特別委員会
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二つの分科会で討議

新庁舎建設工事

ICT整備事業 地域未来塾

防犯灯設置工事

討議の結果

討議の結果

討議の結果

討議の結果

新庁舎建設工事についての討議内容（抜粋）
・どう見ても仕上がりが悪い。
・ 外観が悪いのは監理に問題があるからだ。
契約している以上、支払いは当然だが、監
理費は町民の税金。補修はしっかりやって
もらわなければならない。
・ 設計業者と監理業者が系列業者であったこ
とに問題があるのでは。
・ 監理委託料の積算は適正に行われていたと
思うが、監理業務が適正であったかは疑問
が残る。
・ 補修など、今後において注視する事を要請し
たい。

討議の結果： 町担当者に監理業務について注
視するよう要請することが望ま
しいとの結論に至った。

ICT整備事業についての討議内容（抜粋）
・ 今回の整備内容には教員の負担を軽減する校務
支援の機器の導入であり、妥当な予算措置であ
ったと思う。
・ タブレットの導入については、各小中学校に同
数ずつ配備する計画だが、各小中学校の児童・
生徒数に合わせて配備するべきではないか。
・ 近隣市のアンケート調査では、ICT教育に戸惑
っている教員が少なからずいる。
・ 先進自治体での視察では、機器に支障をきたし
た時などに即時対応する技術者が教室にいた。
また、ICT教育を効果的にするためには、教員の
パソコン取り扱いのスキルアップも求められる。
・ 今後この事業を委員会として注視していくべき
である。

討議の結果： 委員会としてICT教育が効率的に行
われているか調査を継続していく。

地域未来塾についての討議内容（抜粋）
・ 小中学校とも週１回、合計35回、自学
自習といった内容で学力が向上するとは
思えない。

・ 100回の授業より１度の人との出会いが
学習意欲に結びつくこともある。目先の
学習ではなく、町で活躍されている方を
講師に迎えるなど、キャリア教育にする
べきではないか。

・ フューチャースクールで効果が見られな
かった。地域未来塾ではさらに効果は期
待できない。

・ 地域未来塾をすでに取り入れている先進
自治体では、人材の確保や指導方針など
の課題も報告されている。町では新規の
事業であり、継続して調査していくこと
が望ましいと思う。

討議の結果： 継続調査が望ましいとの結論
に至った。

防犯灯設置工事についての討議内容（抜粋）
・ これまでLED化は年間200基だったが、２
年度は100基になった。新たな設置工事個
所は２カ所ということだが、むしろLED化
の計画に疑問を感じる。年間設置数を200
基に戻すべきだと思う。

・ 設置場所に不公平感を感じている町民が少
なからずいる。防犯上からLED化は早急に
進めるべきだ。

・ 財政面を一時的に捉えずに将来的な観点で
見据えれば、電気料金からLED化は望まし
いのでは。

・ LED化については全体計画を立てることと、
防犯灯LED化の完了時期の短縮を町側に要
請すべき。

討議の結果： 防犯灯LED化の完了時期の早期
短縮を町に要請したい。

《厚生文教委員会》

《総務産業建設委員会》
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